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（9月13日大鷹沢中校内合宿学習）
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㎜
い
よ
い
よ
秋
も
た
け
な
わ
！
　
老
の
日
に
ち
か

　
ス
ポ
’
ツ
、
レ
シ
セ
’
，
そ
し
て
　
寄
り
の
長
寿
虜

署
腰
し
簑
、
同
の
ン
ー
ズ
≧
曳
玄
れ
ま
し
た
．

脚
九
月
箸
、
秋
の
楽
し
0
催
し
が
さ
あ
、
声

㎜
…
0
っ
ぱ
O
て
し
た
。
ス
ポ
r
ッ
の
秋
　
“
秋
本
番
〃
。
ス

㎜
に
雲
わ
し
く
、
子
磐
ち
の
畠
シ
ャ
ー
に
最
由
。
圓

一
…
の
練
習
の
成
果
を
競
う
秋
の
大
運
動
　
で
す
。

陰
、
家
族
一
蓮
楽
し
蕩
区
の
運
ご
家
族
云

…
…
動
会
が
に
ぎ
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
　
0
ひ
と
と
き
穿

脳
ま
し
た
，
ま
た
、
九
月
ナ
五
日
の
敬
　
か
が
で
す
か
。
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催
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一
ヒ

　
都
市
に
お
け
る
緑
豊
か
な
生
活
環

境
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
都
市
公

園
な
ど
の
．
公
的
な
緑
地
の
整
備
を
積

極
的
に
す
す
め
、
地
域
住
民
の
方
々

や
関
係
諸
団
体
の
参
加
と
協
力
に
ょ

り
総
含
的
な
都
市
緑
化
の
推
進
が
必

爾
穿
で
す
．
り

　
ぞ
、
こ
で
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は

都
市
の
緑
化
、
都
市
公
園
、
街
路
樹

な
ど
の
整
備
保
全
を
促
進
す
る
と
と

も
に
住
民
参
加
に
よ
る
緑
豊
か
な
街

づ
く
の
を
推
進
す
る
た
め
、
今
年
も

十
月
い
っ
ぱ
い
を
「
都
市
緑
化
月
闇
」

と
定
め
、
全
国
的
に
緑
化
推
進
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
白
石
市
で
は
、
そ
の
一
環
と
し
て

園
芸
業
、
植
木
業
の
方
ヤ
の
協
力
に

よ
り
庭
木
や
鉢
物
を
格
安
に
て
販
売

し
で
、
い
た
だ
く
ほ
か
、
球
根
の
無
料

配
布
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
一
．
．

　
市
民
多
数
の
ご
釆
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

▽
日
時
　
十
月
二
十
五
日
駒
～

　
　
　
　
　
十
月
二
十
七
日
㈲

▽
会
場
　
中
央
公
園
内

▽
催
し

　
山
植
木
市
　
三
日
間

　
⑳
球
根
無
料
配
布
（
チ
ュ
ー
リ
ッ

　
　
プ
球
根
な
ど
）

　
　
配
布
個
数
五
百
個
（
先
着
順
に

　
　
ょ
り
『
戸
二
個
の
み
）

　
　
十
月
二
十
五
日
㊨
　
午
後

　
　
　
O
時
三
十
分
～
一
時
三
十
分

間、
月

イヒ緑市都ま月10

10月11日《・20日

　
十
月
十
一
日
か
以
、
十
月
二
十
日
ま

で
の
十
日
間
、
「
全
国
防
犯
運
動
」
が

行
わ
れ
ま
す
．
．
運
動
の
重
点
は
、
「
少

年
を
取
り
巻
，
、
社
会
環
境
の
浄
化
」

「
侵
入
盗
の
防
止
」
と
し
、
次
代
を

担
う
少
年
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
で
、
い

る
社
会
環
境
を
浄
化
し
、
少
年
の
健

や
か
な
成
長
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
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日
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〈
計
量
器
定
期
検
査
V

　
年
に
一
度
の
計
量
器
定
期
検
査
が

十
月
に
行
わ
れ
ま
す
．
こ
の
検
査
を

受
け
な
い
と
、
今
後
計
量
器
の
使
用

が
で
き
な
…
な
り
ま
す
の
で
、
期
間

中
に
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

計
量
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
な
か
で

　
大
切
な
役
目
を
果
た
し
f
、
い
ま
す
、
、

正
確
な
計
量
器
を
正
し
、
、
使
っ
て
正

　
し
ー
計
り
ま
し
5
劣
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し
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・
は
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商
工
観
光
課
留
五
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二
一
一
㎝
（
内
線
二
∩
二
）
ま
f
、
む

　
尋
ね
・
、
搾
甲
さ
い
．
リ

　
　
※
運
搬
に
は
十
分
注
意
を

負
．
」
　
　
　
．
ー
、
　
一
ご
｝
．
・

4

動　
　
　
　
最
近
の
少
年
を
取
り
巻
，
・
、
社
会
環

　
　
　
境
は
、

　
　
　
○
ア
ダ
ル
ト
・
、
〆
ヨ
ッ
ヴ
等
の
急
増

犯防
○
少
年
の
た
ま
り
場
と
な
る
ゲ
ー
ム

　
コ
ー
ナ
ー
、
深
夜
飲
食
店
等
の
増

　
加

○
有
害
図
書
類
の
氾
濫

　
等
に
よ
り
著
し
く
悪
化
し
て
お
り

ま
す
．
．

　
少
年
は
、
心
身
と
も
に
辛
成
熟
で

あ
り
、
様
々
な
社
会
環
境
に
支
配
さ

国　
　
　
れ
や
す
い
も
の
で
す
。
地
域
守
る
み

　
　
　
で
次
の
こ
と
を
実
践
し
、
少
年
に
有

　
　
　
害
な
環
境
を
浄
化
し
ま
し
ょ
う
。

全
書
富
書
き
い
運
動
（
書

　
　
　
　
な
い
、
隅
貝
わ
な
い
、
見
さ
せ
な
い
）

程日査食孝

所場査検返地象対間時目月

越河公民館

斎川公民館

1可越11：0〔）一12：1「〕010月7日卿
月1斎13：30－14：3（1

大平公民館平大11：0｛）～12：0010月8日欧1

小原公民館

大鷹享尺公民食官

白川公民館

福岡公民館

原
〆1

13：3｛）～14：30〃

沢鷹大11：〔）0～12：0011）月9日1加

月1・
日13：30～15：1．10ケ

岡福10：3（｝～12：1）010月14日1月1

市　没　戸斤

〃

臼石（南町、田町、本町、中町、

　　　　　　　　　　　　長町

自石（亘理町、短ケ町、新町、
　　　西益岡、中益岡、東益岡、
　　　清水小路、寿町、柳町）

臼石体郷1、2、3、4、鷹ノ某、
　　　上郡山、郡山、小下倉）

13：31）～15＝1）010月14日（目〕

10：30～15：1）01〔）月15日の

10：30～15：1）01り月16日14〕

六
十
年
度
追
加
分
　
（
今
年
度
よ
り
年
｝
回
）

畜
犬
届
と
予
防
接
種

獣
医
師
の
戸
別
訪
間
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
七
千
二
百
円

　
犬
を
飼
う
二
と
に
な
る
と
、
狂
犬

病
予
防
法
と
い
う
法
津
に
も
と
ず
い

で
、
「
犬
鑑
札
」
と
「
注
射
済
」
の
二

つ
の
鑑
札
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
．
門
、

　
こ
れ
は
、
飼
い
主
の
社
会
に
対
す

る
大
き
な
義
務
で
、
絶
対
に
守
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
．

　
こ
の
法
律
に
よ
り
、
市
役
所
へ
飼

い
犬
の
登
録
を
し
ま
す
．
、
血
統
書
な

ど
の
有
鉦
…
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
〃
後
一
ニ

カ
月
以
上
の
す
べ
て
の
犬
で
す
・
。
手

続
き
が
済
む
と
、
鑑
札
（
登
録
票
）

が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
首

輪
な
ど
に
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
「
今
年
度
よ
り
狂
犬
病
予

防
注
射
が
年
一
回
に
な
り
ま
し
た
。
」

へ
7
回
注
射
を
受
け
た
犬
は
、
来
年
度

か
ら
は
春
の
集
含
注
射
時
に
受
け
て

く
だ
さ
い
、
）

　
畜
犬
登
録
を
し
た
犬
は
、
狂
犬
病

の
予
防
接
種
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
予
防
接
種
を
受
け
る
と
保

健
所
か
ら
注
射
済
票
が
交
付
さ
れ
ま

す
．
．
こ
の
鑑
札
も
登
録
票
と
い
っ
し

ょ
に
犬
に
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
一
．

▼
料
金
　
四
千
七
百
円
（
登
録
料
一

　
匹
に
つ
き
二
千
百
円
、
注
射
料
一

　
匹
に
つ
き
二
千
六
百
円
）
。

※
期
間
中
に
注
射
を
受
け
る
こ
と
が

　
で
き
な
か
っ
た
場
台

獣
医
師
宅
で
受
け
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
千
七
百
円

　
飼
い
犬
に
必
要
な
鑑
札
を
つ
け
て

い
な
い
犬
は
、
全
部
無
条
件
で
抑
留

き
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．
、
．
取

り
締
ら
れ
る
側
か
ら
考
え
る
と
、
非

常
に
き
つ
そ
う
に
み
え
ま
す
が
、
万

一
の
こ
と
を
思
う
と
、
ぜ
ひ
二
つ
の

鑑
札
だ
け
は
受
け
て
貴
任
を
果
た
し

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
犬
の
死
亡
お
よ
び
所
有
権

を
放
棄
す
る
場
含
は
必
ず
市
衛
生
課

ま
た
は
各
出
張
所
、
分
室
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

斎
藤
　
好

笹
谷
源
二
郎

保
科
善
久

半
沢
屋
敷
前
七
三

　
智
六
－
二
二
三
五

　
半
沢
屋
敷
前
一
五
九

　
貧
工
ハ
ー
一
工
へ
⊥
公
二

斎
川
字
御
案
内
屋
敷
三

　
智
五
－
五
九
五
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

［

☆
最
近
咬
傷
事
件
が
多
ー
な
っ
て
き

　
で
．
い
ま
す
．
，
、

☆
通
学
路
で
の
放
し
飼
い
に
よ
る
苦

　
情
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
．
．

☆
犬
に
も
運
動
を
さ
せ
て
（
だ
さ
い
．
、

　
次
の
指
定
獣
医
師
に
よ
り
予
防
注

射
を
受
け
、
衛
生
課
（
健
康
七
ン
ダ

ー
）
で
登
録
し
て
く
だ
き
い
。

〔
指
定
獣
医
師
名
〕

総
合
検
診
事
後
指
導

　
八
月
二
十
六
日
か
ら
実
施
い
た
し

ま
し
た
尿
、
血
圧
、
心
電
図
、
眼
底
、

血
液
な
ど
の
検
査
結
果
に
つ
い
て
、

昭和60年度犬の登録及び
狂犬病予防注射実施日程表

10月16日（水

実施時劉
9：1）0～9：1（〕

9：30～9：4（I

lO：10～10：20

10：40～10：50

11＝10～11；20

11：4（〕～11：50

13＝10～13：21）

13：40～13：45

14：2f）～14：30

実施場醗
健康センクー

中央公民館

越河公民館

斎川公民館

大平公民館
大鷹沢公民館

福岡公民館

滝下会館
小原公民館

10月17日（木

雲施時闘

9：20～9：25

9：50～9：55

10：10～10：15

10：30～10：35

11：10～11：20

11：3i）～11＝40

13：40～13：50

14：30～1↓：40

　実施場所

川原子停留所

不忘研1しセンクー

蔵王岡部様宅前

三住転作研修センクー

深谷公民館
八宮：生活七ン9一

臼川公民館

中兵公民館

日
常
生
活
、
食
バ
、
物
等
に
注
意
の
必

要
な
方
を
対
象
に
次
に
よ
り
指
導
会

を
実
施
し
ま
す
。

白石市総合検診事後指導日程表昭和60年度

対象地区所口
砺

ま脂（曜対象地区所場月日（曜）

lrI’
日臼川公民館li）ド24巾不忘、長峰不忘研修七》ケー10，・71月1

石白健康センダー26u二1蔵王、三住蔵王集会所9（永1

lrI
斎斎川公民館28帽1蔵本、八宮健康センター1鮒1

石臼ク＿健康セ291「・勺い
曾深深谷公民館18〔翁

大鷹沢大鷹沢公民館31）巾福岡、長袋健康セ）ダー19（ b

石白i建康一ヒンター1181．豆原
・」

小原公民館211月〕

ウ〃

輩
い

西
，

・
↑

り
］1河

越一越河公民館22欧1

〃〃13ゆ平大大平公民館231水1

受付9時間　午後1時10分～20分（開始1時30分～ナ

11月8日、12日受付時間12時40分～50分1開始1時

5

l　i



　　　　　　　　　　r話
　　　マ　　　門千

　　40年ぶり家族と再会
＼　　 コ

　　　　　　　○一八宮不忘・鈴木さん
　9月12日、来日中の中国残留孤児の中で趙麗華さ

ん（40歳）が、白石市福岡八宮不忘に住む鈴木正1乍さ

ん（72歳）、妻ちよさん（68歳）の三女（鈴木恭子さん）

と判明しました。恭子さんと両親の三入は東京・代

々木の国立青少年センターで40年ぶりの涙の対面を

済ませ、12日午後9時半過ぎには鈴木さん夫妻の自

宅に着き地元不忘地区の人たちの歓迎を受けま1、た。

喜びの恭子さんは「父も母も子どもを大切にしてく

れるとてもいい入です。今後のことはゆっくり考え

たい。」とうれしそうでした，，

　1’
　ドし　．、手

　F

　　

Ψ1鍔
　　f

わだい

　　疑ゴ　．、．’・琴Fも鴻趨一・・鉢5

　窺　 一藍　∫、：．、、　ノ聰

　　　　　　　　　　　　　　サや
　　　臼三溌交滋委薯母の全　　　　　弄

　　　　　　　　ドや　　　　　　　　　　　ヒ　哨㌦一一．＿錫一＿戯、．．．．レ．呼急貿ヨ1と．．二峯’、∫
！、．‘健豊

　　交通安全のメッセージ
　　　　　　　　○一一全国キャラバン隊

残暑が続いた去る8月24日、　「交通安全母の会の

全国キャラパン隊」が福島県より本県南の玄関口で

あるわが白石市に到着しました。斎川公民館広場で

本県高橋はつみ会長に安全フラッグとタスキが引き

継がれた後、県キャラバン隊は、会場を白石市役所

前に移し、仙南地方二市七町の母の会員200名が出迎

え、高橋会長から百瀬和子・自石市交通安全母の会

長に総務長官のメッセージが手渡されました。キャ

ラバン隊は、仙南広域消防音楽隊を先頭に目抜き通

りをパレード「みんなですすめる交通安全」を呼び

　　かけました，：，

　　　　　　　　　　　　慧

　子ども会ソフトボール大会

　　　　　　　　○一白石第二小学校
　8月25日、夏休み最後の日曜日、白石市子ども会

育成会連合会主催の「第9回子ども会ソフトボール

大会」が、白二小グラウンドを会場に華やかに繰り

広げられました。夏休み中猛練習をかさねた子ども

達は、どの子もまっくろ！残暑の続く炎天下のもと、

元気にハッスヌしプレーを展開しました。この大会に

は市内の小学校から12チームが参加しましたが、そ

の熱戦の成果は次のとおりです。　〔優勝〕白二小A

〔準優勝〕大平小〔第三位〕斎川小・福岡小

　》　　　ノ・費・遷

輪臨

　　鑑〆

隊　
、

統合中工事がスタート！

　　　　　　　　　　　（｝r鷹ノ巣
　9月13日、白石市統合中学校（仮称白石東中）の

用地造成工事の安全祈願祭が、鷹ノ巣地内の建設事

務所で行われ、工事がスタートしました．祈願祭に

は、川井市長をはじめ市幹部、地権者の代表者、工

事を担当する関係者らが出席、神事を行い工事の安

全を祈っていました。同中の用地造成費は3億1千

万円で、本年度中に造成を終え、昭和61、62年度の

両年度で校舎、屋体を完成させ、63年4月1日から

開校の運びとなっています。

7 」，：

幽
い

9

辱

曇・

ハ
轟

彫
、

．捉

▲13日オープンする野球場

毒

　　　ol

．麟働

孕
o

魏劉蕩

　　　癒
▲宮城県市長会

　
　
9
月

9
日
㈲
　
長
寿
宅
訪
問
（
庁
舎
外
）

　
　
市
内
満
百
歳
以
上
の
お
年
寄
り

　
に
お
祝
い
に
参
上
し
、
長
寿
祝
品

　
を
贈
呈
す
る
。
、
村
上
と
く
さ
ん
、

門
馬
す
ゑ
さ
ん
、
島
貫
ま
つ
の
さ

　
ん
、
早
坂
た
け
さ
ん
の
四
方
で
あ

る
．
、
．
満
百
茂
以
上
の
お
年
寄
り
は

宮
城
県
金
体
で
二
十
九
人
お
い
で

　
に
な
る
が
、
本
市
が
最
も
率
が
高

　
い
。
み
な
さ
ん
た
い
へ
ん
お
元
』
気

13

日
㈹
　
仮
称
東
中
学
校
用
地
造
成

　
　
工
事
安
全
祈
願
（
鷹
ノ
巣
地
内
）

　
　
仮
称
東
中
学
校
の
造
成
工
事
始

　
ま
る
。
総
予
算
規
模
二
十
数
億
を

　
数
え
る
近
年
の
自
石
市
で
は
最
大

　
の
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ
ー
ト
が

　
き
ら
、
れ
た
。
工
事
の
安
全
と
完
壁

　
な
で
き
を
祈
る
。

4㌧『－

27

日
内
　
宮
城
県
市
長
会
（
庁
舎
外
）

　
　
昭
和
五
十
四
年
以
釆
、
六
年
ぶ

　
り
に
本
市
で
開
催
さ
れ
る
。
開
催

　
地
の
市
長
の
ゆ
え
を
も
っ
て
議
長

　
　
　
　
　
藍
■
瞑
洞
響

自
石
川
河
川
敷
公
園

　
　
　
1
0
月
1
3
日
野
球
場
が
オ
ー
プ
ン

　
自
石
川
緑
地
公
園
整
構
事
業
の
一
　
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
葬
備
え
、
外
野
に

環
と
し
f
、
、
本
年
！
0
月
の
オ
ー
プ
ン
　
コ
ウ
ラ
イ
芝
が
植
え
付
け
ら
れ
整
備

を
目
指
し
進
め
ら
、
れ
で
い
ま
し
た
野
　
が
な
さ
れ
ま
し
た
．
．

球
場
が
完
成
し
、
⑳
月
1
3
日
に
野
球
　
☆
野
球
場
オ
ー
プ
ン
・
セ
レ
モ
ニ
ー

フ
ァ
ン
待
望
の
オ
ー
プ
ン
試
合
が
行
　
▼
日
時
　
1
0
月
1
3
日
㈲
午
前
9
時
3
0

わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
開
会
式
。
1
0
時
試
合
開
始
。

　
野
球
場
の
整
備
は
、
事
業
費
五
千
　
　
一
般
・
少
年
・
早
起
き
野
球
チ
ー

万
円
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
両
翼
　
　
ム
が
試
合
を
行
い
ま
す
。

が
9
0
メ
ー
ト
ル
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
㎜
　
▼
場
所
　
白
石
川
河
川
敷
公
園

22

日
伽
　
工
場
懇
話
会
（
庁
舎
内
）

　
　
初
め
て
市
役
所
内
で
開
催
さ
れ

　
る
。
本
市
、
発
展
の
最
大
の
ポ
イ

　
ン
ト
は
、
既
存
の
工
場
の
育
成
と

　
工
場
誘
致
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
、

　
各
工
場
よ
り
の
要
望
を
聞
く
。
回

答
は
各
社
ご
と
に
送
る
よ
う
指
示
。

　
8
月

刎
日
㈱
　
市
議
会
臨
時
会
（
庁
舎
内
）

　
学
校
用
地
の
追
加
買
収
と
用
地

造
成
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
可

決
。
学
校
建
設
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
。

31

日
団
　
札
幌
市
板
垣
市
長
と

　
　
　
　
　
　
衛
星
通
話
（
庁
舎
内
）

　
　
九
月
一
日
防
災
の
日
の
総
合
訓

練
の
一
環
と
し
て
、
北
海
道
と
本

　
州
の
全
て
の
交
通
、
通
信
網
が
と

　
だ
え
た
と
の
想
定
の
も
と
に
通
信

衛
星
を
通
し
て
、
本
州
と
「
ホ
ッ

　
ト
ラ
イ
、
．
！
」
を
結
ぶ
。
そ
の
相
手

方
に
白
石
市
が
選
ば
れ
た
由
。
歴

史
と
民
問
交
流
の
賜
と
思
う
。

　
　
こ
の
電
話
通
信
は
、
そ
の
場
で

放
送
さ
れ
、
会
場
に
集
ま
っ
た
札

幌
市
各
界
の
代
表
者
約
四
千
五
百

へ
の
人
々
が
こ
の
放
送
に
聞
き
ス
、

　
っ
た
と
い
う
。

稔
日
嗣
　
第
二
百
十
五
回
定
例
市
議

　
　
　
　
会
始
ま
る
　
　
（
庁
舎
内
）

　
　
中
国
残
留
孤
児
、
趙
麗
華
さ
ん

午
後
八
時
三
十
三
分
自
石
着
の
新

　
幹
線
で
臼
石
入
．
り
．
．
自
石
蔵
王
駅

　
ま
で
出
迎
え
る
。
戦
争
中
の
惨
禍

　
を
思
う
と
共
に
、
ご
家
族
の
喜
び

　
い
か
ば
か
り
か
…
た
だ
、
涙
々
．
、

祈　定　　る　三　道1矢　マ尺　土平　川

つ　ご

。れ要万八口・

を
務
め
る
。
各
市
よ
り
提
出
の
十

七
議
案
を
採
択
。
盛
会
に
終
る
。

11

日
㈱
～
1
2
日
内
　
建
設
関
係
公
共

　
　
　
　
±
木
災
害
査
定

　
　
平
家
川
、
板
橋
線
、
三
住
線
、

　
川
原
子
線
、
沖
ノ
沢
郡
山
線
、
金

坪
川
、
森
中
線
、
根
岸
川
線
、
松

　
沢
川
・
鉢
森
線
、
東
橋
・
谷
津
川

矢
ノ
ロ
家
老
線
の
橋
梁
一
カ
所
、

道
路
八
カ
所
、
河
川
五
カ
所
、
約

　
三
千
万
円
の
災
害
査
定
が
行
わ
れ

　
る
。
要
望
額
に
対
し
、
8
9
％
か
認

定
さ
れ
る
。
　
一
日
も
早
い
復
旧
を

市

長

誌

6

1、、の

ほ子
し

い　い

Dつ

　ま
　で
　も
　お
　丈
　夫



ことしは

　　国民参政95周年
　　普　　選60周年
　　婦人参政40周年
　　　　　　の記念の年

　
国
民
参
政
九
十
五
周
年

　
明
治
二
十
三
年
七
月
一
日
に
第
一

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
執
行
き
れ
、

国
民
が
初
め
て
国
政
に
参
加
し
て
か

ら
（
参
政
権
が
極
め
て
制
限
さ
れ
て

い
て
有
権
者
が
総
人
口
の
一
パ
ー
セ

ン
ト
余
り
で
し
た
が
）
九
十
五
周
年
。

　
普
選
六
十
周
年

　
大
正
十
四
年
五
月
五
日
に
、
普
通

選
挙
法
が
公
布
さ
れ
二
十
五
歳
以
上

の
男
子
に
よ
る
普
通
選
挙
が
確
立
き

れ
て
か
ら
六
十
周
年
。

　
婦
人
参
政
四
十
周
年

　
昭
和
二
十
年
士
一
月
十
七
日
に
衆

議
院
議
員
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
婦

、

人
に
参
政
権
が
賦
与
さ
れ
て
か
ら
四

十
周
年
。

　
国
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
十
一
月

を
記
念
月
間
と
定
め
、
十
一
月
十
九

日
に
国
立
劇
場
に
お
い
て
記
念
式
典

を
挙
行
す
る
ほ
か
、
各
種
記
念
行
事

を
計
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
次
の
記
念
作
文
募
集
も
そ
の
一
つ

で
す
。
み
な
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
一
連
の
行
事
は
新
聞
、
テ

レ
ビ
等
で
報
じ
ら
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
国
民
参
政
の

意
義
と
選
挙
権
の
重
要
性
を
再
認
識

し
、
今
後
さ
ら
に
明
る
い
選
挙
の
実

現
に
向
っ
て
努
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
八

　
　
　
　
　
　
　
頴
～
　
腔

ヨ
軋
〆
顧
・

訓
器
、

’
ん

摩
協
｛
ρ

．
～

る

，
抽
瑚
ゾ
・
，
“

い

　
　
虜
，
　
　
ぐ
』
　
液

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勲

　
　
　
・
，
ー
一

脚
威
』
　
　
一

　
　
　
　
　
　
占
，
－

［

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ナ
『

ド
は

　
　
　
　
　
　
　

　
・
　
ち

　
　
　
　
　
　
　
『
、

一
］
仇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

国
民
参
政
九
十
五
周
年

普
選
六
十
周
年

婦
人
参
政
四
十
周
年

「
　
隷
盛
聖
駈
ギ

　
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、

「
国
民
参
政
九
十
五
周
年
・
普
選
六

十
周
年
・
婦
人
参
政
四
十
周
年
記
念

会
」
で
は
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙

実
現
の
た
め
の
選
挙
に
関
す
る
記
念

作
文
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

〔
テ
ー
マ
〕

　
次
の
テ
ー
マ
の
中
か
ら
自
由
に
一

題
を
選
択
し
、
で
き
る
か
ぎ
り
自
己

の
体
．
験
等
に
基
づ
、
・
・
具
体
的
な
感
想

を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

①
参
政
権
の
拡
張
の
歩
み
に
つ
い
て

②
政
治
参
加
と
し
て
の
選
挙
の
意
義

③
初
め
て
選
挙
権
を
行
使
し
た
感
想

④“

明
る
い
選
挙
を
実
現
す
る
た
め
に

⑤
投
票
率
の
低
下
の
解
決
策

〔
応
募
枚
数
〕

四
西
字
詰
原
稿
用
紙
六
枚
以
上
十
枚

以
内〔

締
切
期
目
〕

昭
和
六
十
年
十
一
目
三
十
日

　
　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

〔
送
り
先
〕

仙
台
市
本
町
三
－
八
ー
一

　
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会

勉
、
丁
斗

〔
表
彰
〕

最
優
秀
賞
　
　
篇

　
表
彰
状
及
び
賞
金
十
万
円

優
秀
賞
五
篇

　
表
彰
状
及
び
賞
金
五
万
円

佳
伶
　
　
十
篇

　
表
彰
状
及
び
記
念
品

第
一
次
審
査
入
選
作

　
ア
旦
］
十
五
篇
　
記
念
品

〔
入
選
発
表
〕

昭
和
六
十
一
年
二
月
上
旬

〔
応
募
上
の
注
意
〕

（
ゆ
）
応
募
者
は
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

　
生
年
月
日
及
び
職
業
へ
学
生
の
場

　
合
は
学
校
名
、
学
部
及
び
学
年
）

　
を
原
稿
の
末
尾
に
記
載
し
て
・
漣

　
さ
い
。

②
応
募
作
文
は
未
発
表
の
も
の
。

③
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

④
入
選
作
文
は
明
る
い
選
挙
推
進
運

　
動
の
た
め
に
自
由
に
使
用
で
き
る

　
も
の
と
し
ま
す
一
リ

〔
主
催
〕

国
民
参
政
九
十
五
周
年
壷
目
選
六
十

周
年
・
婦
人
参
政
四
十
周
年
記
念
会

8

㊥
拶
霧
＠
鴎

半沢みよ子さん（小原

【
材
料
】
　
（
4
入
分
）

　
さ
ん
ま
2
本
、
長
ね
ぎ
1
本
、
さ

つ
ま
芋
小
1
本
、
人
参
少
万
本
、
も

や
し
％
袋
、
も
ろ
み
み
そ
適
量
、
ア

ル
ミ
ホ
イ
ル
．
∪

【
作
り
方
】

①
さ
ん
ま
は
3
枚
に
お
ろ
し
て
2
つ

　
に
切
り
、
も
ろ
み
み
そ
を
少
し
多

　
め
に
ま
ぶ
し
て
お
く
。

②
長
ね
ぎ
は
せ
ん
切
り
、
さ
つ
ま
芋

　
は
う
す
い
輪
切
り
入
参
は
花
型
に

　
切
り
①
の
さ
ん
ま
と
↓
緒
に
ホ
イ

　
ル
に
包
ん
で
約
1
5
分
蒸
し
ま
す
。

※
さ
ん
ま
の
か
わ
り
に
鶏
肉
や
豚
肉
、

白
身
魚
や
い
か
、
さ
ば
な
ど
ど
ん
な

も
の
で
も
応
用
で
き
ま
す
。

魚は栄養の宝庫

　　骨
　カルシウムを中心としたミネラルがいっぱい。
　また骨に含まれているコラーゲンという結合組
　　も　　な　　　ですの

＿、／侮　＿反’
／皮
肉の部分よりビタミンA、

B2を多く含んでいます。B2

は特に黒い皮に多いので皮

を残さず食べるようにしま

しょう。

！珍■■■一ロ剛，q■』

　　頭、眼球周囲
多糖体という血管や皮膚を

しなやかにする物質が多く

含まれています。小魚を頭

から食べるような工夫を！

■
●
．

．．，．．聖．篠轟　　　　　＼＼
す。特に皮下脂肪にはEPA（エィ　　肉　　　　　血合い肉　　　　　軟骨、すじ
コサペンタエン酸）という成人病　すぐれたたん白質が　内臓と並んでビタミン　コンドロイチンという血中コレ

を防ぐなどの働きのある脂肪酸が　豊富に含まれていま　など栄養分がたっぷり　ステロール値を抑える働きをも

大量に含まれていますC　　　　　す。　　　　　　　含まれています。　　　つ成分が含まれています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※資料：農林水産省．日本水産

◇
◇

調査日1昭和60年9月1日　口石市消費生活モニター調査結果

　　備　　　考
上昇品目：しょう油、

マーガリン、テでッシ

ユペーパー、理髪料、

灯油、重油

下降品目：サラゲ油、

小…蔓粉、パター、ラッ

フ『、軽油

横ばい品目1砂糖、食

ノマン、牛乳、プロペン

ガス、カレーラでス、

パーマネント料、　レギ

ュラーガソリ）

翻脳格琵

　1．1

△11．5

△0．9

1．5

△0、5
り
01

△3．5

4．1

0－5

0．4

△3。0

　1．3

朔平均瀦
　　　273円

　　454

　　393

　　221

　　　155

　　198

　　237

　　395

　　155

　　200

5，064

　　438

1，542

5，225

1，333

1，364

　　142

　　　99

　　　75

平均値
　　273円

　　459

　　348

91つ
臼

　　155

　　201

　　237

　　393

　　157

　　193

5，064

　　438

1，605

5，225

1，339

1，370

　　142

　　　96

　　　76

最低値
　　258円

　　418

　　358

　　195

　　150

　　185

　　198

　　358

　　130

　　118

5，000

　　370

1，400

4，500

1，3α）

1，300

　　140

　　　90

　　　73

最高薩
　　295円

　　500

　　445

　　240

　　170

　　218

　　280

　　430

　　180

　　240

5，140

　　450

1，800

6，000

1，450

1，450

　　145

　　100

　　　80

　銘樋・規格
上　白　糖　　　1k臼
本醸造上級濃口　1．82
（びん代込み）

ポリ容器入り　700g

薄　力　粉　　　1kg

並　　　食　　　1袋

ソフトカルトン入り　　225g

紙容器入り　1，000αe

カルトン入り　　2259

400枚（200組）紙箱入り

幅30cm長さ20m（一巻）

10㎡　　　　　　（気体）

並　　　食　　1一皿）

小学生調髪（洗髪を含む）

コールド（ショートカ・、・ト及
びセソト含む1

店頭価格　　1留
酉己達半斗うムみ　　　　　　182

1　　〃　　現　　金

1　　4　　現　　金

1　　2　　現　　金

品　 名

1．砂　 糖

2．しょう油
3．’げラダ1由

4．小菱粉
5、食バン

「
ーリガ一マ6

7．牛　　　乳
8．バ　 タ　　ー

9．　テfッシュペーバー

10．ラ　ッ　プ
11．プロパンガス

12。カし一ライス

13．理髪料
料ト、

ノ
・
不マ一

〇
、41

15．灯　　　　油

16．　レギュニラーカヘノリン

17．軽　　　　油

18．A重油

9



圃

厨

題

賜

雄
大
な
自
然
に
夢
を
託
し

蔵
王
の
麓
に
ペ
ン
シ
ョ
ン
経
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
克
博
さ
ん

　
美
し
O
自
然
環
境
の
中
、
子
ど
も
達
，
そ
し
て
若
者
に
か
夢
の
あ

る
素
晴
し
0
体
験
を
”
と
ペ
ン
シ
ョ
ン
「
チ
セ
’
ワ
ー
」
を
経
営
し
、

そ
の
か
た
わ
ら
「
カ
ン
ト
リ
’
δ
ウ
エ
ス
タ
ン
」
の
歌
手
と
し
て
活

動
を
続
げ
る
渡
辺
克
博
さ
ん
（
三
四
）
”
芸
名
・
チ
ャ
’
ワ
’
渡
辺

▽
日
石
市
福
岡
深
谷
字
日
向
1
8
番
の
2
1
1

　
今
任
⊥
月
、
渡
辺
さ
ん

は
子
供
の
頃
か
ら
の
夢
だ

っ
た
ペ
ン
シ
ョ
ン
「
チ
ャ

ー
リ
ー
」
を
蔵
王
山
麓
に

オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

渡
辺
さ
ん
は
カ
ン
ト
リ
ー
＆
ウ
ェ
ス
タ

ン
を
十
八
年
間
歌
い
続
け
、
ペ
ン
・
ン
ヨ

ン
を
経
営
す
る
現
在
も
、
プ
ロ
の
歌
手

と
し
て
毎
週
木
曜
日
に
仙
台
で
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、

　
　
〆

ぐ

曳触

ゆ
q

e読

こ
の
よ
う
な
生
活

か
ら
か
、
ペ
ン
シ

ョ
ン
の
周
囲
・
室

内
は
「
カ
ン
ト
リ

ー
＆
ウ
ェ
ス
タ
ン
」

の
香
り
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　
こ
の
土
地
を
選

ん
だ
動
機
に
っ
い

て
「
こ
の
土
地
を

見
て
“
馬
を
飼
い
、

幌
馬
車
で
子
ど
も

達
に
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
を
さ
せ
た
い
よ

う
な
美
し
い
自
然

環
算
瞬
闇
的
に

こ
の
場
所
し
か
な
い
と
思
っ
た
」
と
話

し
、
こ
こ
に
住
ん
で
と
の
質
問
に
は

「
自
然
の
息
吹
が
直
に
感
じ
ら
れ
る
雄

大
な
場
所
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
渡
辺
さ
ん
は
、
中
学
生
の
頃
、
学

校
の
先
輩
の
演
奏
す
る
「
カ
・
ノ
ト
リ

ー
＆
ウ
ェ
ス
タ
ン
」
に
興
味
を
抱
き

自
分
で
も
歌
い
演
奏
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
高
校
の
頃
に
は
バ
ン
ド

を
組
み
演
奏
活
動
を
続
け
、
珀
歳
の

頃
、
　
「
ウ
ェ
ス
ト
・
バ
ー
ジ
ニ
ア
ボ

ー
イ
ズ
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
結
成

し
、
い
つ
し
か
「
カ
ン
ト
リ
ー
＆
ウ

ェ
ス
タ
ン
」
の
プ
ロ
の
歌
手
に
な
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
渡
辺

さ
ん
は
全
国
の
「
カ
ン
ト
リ
ー
＆
，
ウ

ェ
ス
タ
ン
」
の
店
を
渡
り
歩
き
、
転

々
と
し
ま
し
た
が
、
2
6
歳
の
頃
か
ら

は
仙
台
を
中
心
に
活
動
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
渡
辺
さ
ん
は
、
「
カ
ン
ト
リ
ー
＆
ウ

ェ
ス
タ
ン
」
の
音
楽
に
つ
い
て
「
悲
し

み
さ
え
も
明
る
く
歌
う
そ
れ
が
カ
、
、
・

ト
リ
ー
の
由
素
晴
し
さ
で
す
。
カ
ン
ト

リ
ー
の
リ
ズ
ム
は
人
に
安
心
感
を
与

え
る
、
馬
の
歩
く
リ
ズ
ム
で
す
。
」
と

話
し
、
最
後
に
　
「
子
ど
も
た
ち
が
こ

の
美
し
い
自
然
の
中
で
自
然
の
恵
み

を
感
じ
な
が
ら
、
自
分
の
カ
で
喜
び

を
見
つ
け
、
楽
し
め
る
よ
う
な
体
験

的
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
し
た
い
」
と
ペ

ン
シ
ョ
・
ノ
経
営
へ
の
夢
を
情
熱
的
に

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
仙
台
藩
の
記
録
に
よ
る
と
「
刈
田

十
七
か
城
」
と
い
っ
て
旧
刈
田
郡
内

に
は
古
い
城
や
館
が
十
七
ほ
ど
あ
っ

た
。
白
石
市
内
だ
け
に
限
る
と
十
城

ほ
ど
で
あ
る
（
現
在
の
調
査
で
は
四

十
以
上
に
の
ぼ
る
）
。
い
ず
れ
も
古
く

は
鎌
倉
・
室
町
時
代
、
新
し
い
も
の

で
戦
国
時
代
に
造
ら
れ
、
四
〇
〇
～

六
〇
〇
年
以
前
に
使
用
さ
れ
た
も
の

で
、
ほ
と
ん
ど
が
山
城
で
あ
る
。
だ

か
ら
、
ふ
だ
ん
は

居
住
す
る
に
は
適

し
な
い
。
し
た
が

っ
て
外
敵
が
侵
攻

　
　
　
　
　
ビ
め
二

し
た
場
合
、
家
子

郎
党
を
率
い
て
立

て
籠
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
、
小
さ
い
な

が
ら
本
丸
、
二
の

丸
、
中
に
は
三
の

丸
ま
で
備
え
、
空

堀
や
土
塁
を
築
き

土
塁
の
上
に
は
木

が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
約
千
坪
近
い

広
さ
を
持
っ
た
こ
の
館
に
あ
て
は
ま

る
も
の
は
な
い
。
ま
た
城
を
使
用
し

た
者
も
戦
国
時
代
の
武
士
だ
と
し
か

伝
わ
っ
て
い
な
い
。
越
河
は
伊
達
と

刈
田
の
郡
境
地
帯
だ
か
ら
堅
固
な
山

城
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

（
五
賀
に
も
乙
森
小
屋
館
と
い
う
の

が
あ
る
が
全
く
別
で
あ
る
。
）
吻
斎
川

の
万
行
楯
城
（
万
行
と
馬
牛
は
音
が

　
　
　
　
　
　
似
て
る
か
ら
馬
牛
城

　
　
　
　
　
　
と
も
い
う
）
。
馬
牛
沼

　　　⑥

刈田17か城

柵
な
ど
を
結
っ
て
防
戦
し
た
ら
し
い
。

入
が
常
住
し
な
い
こ
と
か
ら
城
と
い

う
よ
り
館
（
塞
）
と
い
っ
た
ほ
う
が

ぴ
っ
た
り
す
る
。
本
丸
な
ど
に
も
特

別
な
建
物
は
ど
の
城
館
に
も
な
い
の

が
通
例
で
あ
る
。
以
下
、
一
つ
ず
つ

解
説
し
て
み
よ
う
。
ω
越
河
の
乙
森

小
屋
館
。
昔
か
ら
越
河
宿
町
に
あ
る

と
伝
え
て
い
る
が
、
そ
の
確
か
な
場

所
は
不
明
。
越
河
宿
場
に
近
い
山
城

の
西
北
に
あ
る
山
城

が
そ
の
跡
。
城
の
面

積
は
八
、
六
〇
〇
坪

と
い
う
か
ら
随
分
大

　
　
　
ニ
ロ
ち
り
　
け
ゆ
ド
ヌ
　
の
か
へ

き
い
。
桑
折
播
摩
守

の
居
城
と
い
う
説
が

あ
る
。
彼
は
伊
達
氏

の
親
族
で
本
領
地
は

桑
折
で
斎
川
に
も
所

領
を
持
っ
て
い
た
か

ら
或
は
事
実
で
あ
ろ

う
。
㈹
中
目
城
。
別
名
赤
館
と
も
呼

ぶ
。
城
の
あ
る
あ
た
り
の
土
が
赤
い

か
ら
そ
う
呼
ば
れ
た
ら
し
い
。
面
積

一
、
一
〇
〇
坪
余
で
、
大
平
赤
賠
山

に
そ
の
地
名
を
残
し
て
い
る
。
中
目

日
向
の
城
だ
と
い
う
。
中
目
氏
は
本

姓
は
結
城
、
山
形
地
方
か
ら
こ
こ
に

移
っ
て
城
を
築
き
中
目
氏
と
名
の
り

伊
達
氏
の
一
家
と
な
っ
た
。
（
こ
の
項

続
く
V
　
　
　
（
市
史
編
き
ん
室
）

ノo

イ
ド
ル

アの家がわ

　　　　一唄岬！　、プ嘩智』、媒

　佐久間晶子ちゃん（白石）

文衛さん、京子さんの長女

ママからひとこと

“何でも積極的に向っていくよ

うな子に育ってネ”

　
　
ヤ

覧
“
　
、
こ

謹
　
，
　
、
　
　
　
紳
．
極
　
書
‘
孝

琴
駄
曝
　
．
，
饗

隙
煮
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
隔

「ふしぎな話」

　大野　政己（福岡小4年

、
滋
隔

　
　
穣
議
ヂ
・

　
　
　
　
“
サ
t

晃
鉦

融

　　翌

晒
』
『

　
魂

　
衛
　
『

’
畠
驚

・
粥

叢
轡

繍
ま

「寺の門」

大貫　順子（白一・小6年

市
民
文
芸

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
］
氏
三
首
、
封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
広
報
係
〔
白
石
市
桜
小
路
三
五
）

へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

歌
　
　
漕
一

病
み
を
れ
ば
待
つ
こ
と
の
み
の
明
け
暮
れ
に
旅
ゆ
く

夫
を
今
朝
は
見
送
る
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

し
ぶ
き
あ
げ
プ
ー
ル
に
泳
ぐ
学
童
ら
顔
炎
天
に
濡
れ

で
、
ま
ぶ
し
き
　
　
　
　
　
　

若
桑
謙
一

暑
き
日
に
ト
タ
ン
屋
根
う
つ
音
を
き
く
実
ら
ず
落
ち

し
柿
の
実
惜
し
む
。
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

涼
し
さ
の
漂
う
庭
に
孫
た
ち
と
迎
火
た
け
ば
星
の
ま

た
た
，
－
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
近

旗
振
り
て
征
き
て
還
ら
ぬ
兄
弟
を
送
り
し
彼
の
日
今

も
忘
れ
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

よ
う
や
く
に
雨
に
潤
う
裏
畑
に
さ
さ
げ
の
花
の
白
々

と
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

照
り
続
き
て
萎
れ
し
野
菜
に
水
運
ぶ
風
吹
く
た
び
に

土
ぼ
こ
り
舞
う
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

中
国
に
旅
発
つ
夫
を
見
送
り
て
ホ
ー
ム
に
立
て
ば
早

や
秋
立
ち
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

朝
霧
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
に
た
ち
こ
め
て
出
湯
の
朝
は
身

に
す
が
す
が
し
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

雑
草
の
中
に
コ
バ
ル
ト
の
色
冴
え
て
露
草
の
花
爽
や

か
に
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

「
評
」
　
↓
首
目
草
野
さ
ん
の
歌
、
作
者
は
病
床
に
あ

る
。
い
つ
も
待
つ
こ
と
の
み
の
立
場
に
あ
る
が
、
旅

に
出
る
夫
を
明
る
く
笑
顔
で
見
送
る
作
者
の
内
面
の

哀
感
が
一
首
に
滲
み
出
で
て
す
ば
ら
し
い
。
二
首
目

若
桑
さ
ん
の
歌
、
学
童
の
健
康
的
な
姿
が
的
確
に
表

現
さ
れ
ア
、
い
る
。
三
首
目
、
山
崎
さ
ん
の
歌
、
今
年
の

夏
は
特
に
厳
し
い
暑
さ
だ
っ
た
、
柿
の
実
が
ト
タ
ン

屋
根
に
時
折
音
を
た
て
て
落
ち
る
、
こ
こ
に
も
歌
は

生
れ
る
。
五
首
目
佐
藤
さ
ん
の
歌
、
終
戦
の
八
月
は

特
に
戦
い
に
散
っ
た
兄
弟
を
恋
し
く
想
う
。
感
動
的

で
切
な
い
思
い
の
歌
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
股
　
兵
三
選

　
　
俳
　
壇

石
塀
の
ま
だ
温
か
し
天
の
川
　
　
　
　
日
下
　
　
文

〔
評
）
日
中
の
暑
さ
は
夜
お
そ
．
イ
な
っ
で
も
冷
め
ず
、
あ
た
た

　
か
い
石
塀
で
あ
る
。
天
の
川
が
夜
空
に
濃
く
見
え
て
い
る
．
、

残
暑
に
も
庭
師
鋏
を
鳴
ら
し
を
り
　
　
鈴
木
鉄
二
郎

（
評
）
ま
だ
ま
だ
日
中
の
残
暑
が
続
い
て
い
る
が
、
庭
手
入
れ

　
は
季
節
ど
お
り
に
始
ま
コ
ー
6
て
鋏
の
音
が
き
こ
え
て
い
る
。

松
島
の
海
凪
ぎ
て
を
り
天
の
川
　
　
　
鈴
木
　
民
子

（
評
）
松
島
湾
内
は
夜
に
な
り
、
い
っ
そ
う
凪
い
で
齢
か
て
あ

　
る
．
、
充
工
も
全
く
よ
！
エ
晴
れ
て
い
る
o

蔵
王
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レ日時10月19日（土1午後1時30分

1》会場　中央公民館視聴覚室

レ演題　　「梨府町・大沢、硯沢窯

跡発掘調査と東北古窯跡の形態

的類推について」

レ講師　宮城県文化財保護課調査

　第二係技術主査加藤道男氏

》概略　梨府町の大沢、硯沢窯跡

　は、松島有料道路の建設に伴い

発掘調査されたものであるが、

　その結果瓦窯跡4、須恵器窯跡

　17、竪穴住居跡9、炭窯跡4が

　確認された。白石市犬卒都婆の

　東北、市ノ沢窯跡も同様の構造

であると推定される。　（スライ

　ド使用）

〉主催　白石市教育委員会、自石

　市文化財愛護友の会

　集え！若人、心身を鍛え立派な

社会入になろう。

〉応募資格　18歳～25歳未満の男

　子（随時に試験が行われていま

　すのでご相談1ださい）。

〉待遇　初任給101，400円（衣・食

　・住は無料または貸与）

　定期昇給年1回、賞与年4．9ヵ

　月分、その他諸手当あり。

〉身分保障　特別職国家公務員

〉応募の相談　市民課または大河

　原募集事務所留02245－3－2185ま

　でどうぞ。

　小型動力ポ）プ（20馬力）を次

により競り売りします。

〉期日　11）月14日（月1午前10時

〉場所　臼石消防署

〉台数　3台

　　詳細は白石消防署にお問い合

　わせ下さい。

ノ3

〉時間数　15時間

1》受講料　無料、ただし実費個へ

　負担（ノート代100円）

〉講師　日本赤十字：社宮城県支部

　　　家庭看護教師中沢亮子氏

〉申し込み　働く婦．八の家

　豊5－5095！＼10月20日（日）までお申

　し込みください。

※修丁証書を発行いたします。

月 欝

10月22日1大｝

10月29日〔・ω

！1月5日1湘

11月12日吠1

11月20日（火）

11月26日1湘

ヌ沫 容

家庭に病人ができたら

病八、をら・1に寝かせる

病人の体をきれいに身じまいよく寝かせる

病人の食事と薬

手当の仕方

伝染病について、就寝前の看護

時　聞
10：00～12：30

〃

．実技と同時に進行していきます。

働く婦人の家・後期受講生募集

〉開設時問　昼コース午前10時～

　12時　夜コース午後6時～8時

1〉対象　勤労婦へ及び勤労者家庭

　の主婦

〉場所　働く婦人の家

〉受講料　無料、ただし教材費は

個人負担

〉託児　満3才～就学時前までの

　お子さんを託児します。夜間は否。

〉申し込み　働く婦人の家

　費5－5095■’、10月21日（月｝までお申

　し込みください。・

講．座　名

料理教室
ぺ・ノチワーク教室

藤手芸講座
着　付教　室

鷲r　期　聞
20

20

15

15

10月～昭和61年3月

〃

10月～昭和61年1月

案施曜目

第1・3
水曜日

第1・3
木曜日

第1・3
金曜日
第1・2・3・

4火曜日

実施時問

午前10：00～12：00

〃

〃

午・粂憂18：00～20：00

〉内容　手作り物入れ（新聞に入

　ってくる広告チラうを使った手

　芸です。）

〉日時昭和60年10月14日〔月）

　　　　午前10時～午後3時

〉場所　働く婦への家

〉募集人員　15名

》申し込み　働く婦への家

　智5－51）95へ10月11日1劃までお申

　し込みください。

※多色刷のチラシをたくさんご用

意ください。

〉内容

》日時

〉場所

毛糸でf乍る円座

昭和60年11）月28日〔目）

昭和60年11月7日（制

午前9時30分～12時

働1婦人の家

》募集人員　20名

〉持参するもの　7号と8号のか

　ぎ針

レ申し込み　働く婦への家

　豊5－5095’＼10月23日（4」までお申

　しタ五、みくださし斗。

〉内容　毛糸で作る冬帽子

〉日時昭和60年10月24日〔†）

　　　昭和6‘）年11月5日〔州

　　　　午前11）時～12時

〉場所　働1婦への家

〉募集人員　15名

〉申し込み働く婦入の家

　魯5－5095！・！0月18日（金1まで’お・申

　し込みください。

　　見本を3点そろえてあります

　ので、好きな型をおえらび・1だ

　さい、＝

公民館だよ互1

》場所　白石市中奥公民館

レ募隻対象　妊娠中で出産来経験

　の女性、新婚の女性、その他希

　望者

1〉受講料　無料

〉申し込み　希望者は前もって、

　住所、氏名、電話番号を中央公

　民館奮6－2453！・連絡してくだ包ミ。

〉主催　白石市中央公民館

▼学習プログラム

レ期聞　10月一12月　水曜日（月

　2回）　午後1時30分～3時30

　分

》目的　木版画の基礎を学び、季

　節にあった技術を習得し、親睦

　を図る。

レ募集人員　20名

》会費　月5｛）0円（他に材料代実費）

〉講師　元中学校長　小岩庄一氏

〉申し込み　10月15日㈹まで中央

　公民館暦6－2453へお申し込みく

　ださい。

朋1曜日1

9月27日
　㊨

10月4日
　的

10月11日
　向

憩月16日
　1／lo

10月23日
　ゆ

10月30日
　巾

11目6日
　巾

11月13日
　1哩く1

11月20日
　qJ

11月26日
　1・ノG

露催時間

　
～
3

後
0
：

午
3
3

　午前
9：31）～
　11：31）

　午後
1：・30～

　3：3（1

　
～
3

前
u
：

午
3
H

妾
～
3

テ
0
．
，

午
3
3

掌習課題

開　講　式

妊娠と出産

生まれて二：る
赤ちゃんのために

赤ちゃんの心と
知恵の芽ばえ

家族計画と
母体保護

夫婦の絆と育児

赤ちゃんの
　　病気と予防

夫　婦　愛

赤ちゃんの
　　発育としっけ

私の子育て

学彊昇のまとめ
閉　講　式

講師・助言者

社会教育主事
　　　　相原　　秀先生

朝倉病院院長
　　　　朝倉　松雄先生

福島大学助教授
　　　　河野　義章先生

公立刈田総合病院
　　　　山谷　義博先生

東北学院大学講師
　ドーナン・アイパン先生

前東北公済病院副院長・現公
立小野町地方総合病院小児科
部長
　　　　石川P淳一先生

福島大学助教授
　　　　河野　義章先生

前東北公済病院副院長・現公
立小野町地方総合病院小児科
部長
　　　　石川　淳一先生

主　婦13名〉

社会教育主事
　　　　相原　　秀先生

　ご家族で秋の夜長、読書の時問

をつくってみてはいかがでしょう。

ひとりで読むのもよいし、お子き

んへの読みきかせなどで家族中が

楽しむのもよいかと思います。

　「何かやってみようかな」のコー

1ナーが、今、好評です，、

　さまざまな入門書（絵画、写真、

スポーツ、楽器、園芸、コンピ三

一ターなど）が身近かなものとし

て、利用されています。ご家族で

ぜひ一度、ご覧になってください、、

　本の整理〔汚れた本、いたんだ

本の修理、補修など）と本の虫干

しのため、9月30日〔月）（月末休館1、

10月1日（火）～10日〔木）までお休みし

ます。

　Ll

　　　　　　　　　　　　　一1
　県図書館が募集した「手づくり

絵本Jの展示会が開催されます。

　“アイデアと優しさあふれる作品l
lがいっぱい！”頗市からも出品l

されています．ぜひ、お出かけく’

ださい。

〉会場と期間〔仙台市中央公民館〕

hl）月26日〔七）～11月1日（金128醐）1

　は休み〔気仙沼市図書館〕11月

　　8日㈲～11月10日個〔古月i市図

i　書館〕11月15日1㊨～11月18日（目）

1　〔角田市民センター〕11月22日

　〔金1～11月24日旧）
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〒989－02

鱈52111（代表） 白石市字桜小路35

国民年金

　昭和61年4月から、新しい国民

年金がスタートします。

　現在、国民年金り強制加入の人

は第一号被保険者となり、とくに

加入資格に変更はありませんが、

厚生年金保険、船員保険に加入し

ている人は第二号被保険者に、そ

の奥さんで、20歳以上60歳未満の

人は第三号被保険者となり、国民

年金に加入することになります。

　第二号、第三号被保険者の保険

料については、厚生年金保険、船

員保険からまとめて拠出すること

になり、個々に保険料を納める必

要はありません。

　ただし、サラリーマンの奥さん

であっても、夫の被扶養配偶者で

ない人（年収95万円以上あるなど）

は第一号被保険者となり、個々に

保険料を納めることになります。

　第三号被保険者として取り扱わ

れるためには、被扶養配偶者であ

る旨を届出ていただくことになり

ます。

　このうち、現在国民年金に任意

加入している第三号被保険者につ

いては、届出の用紙（国民年金任

意加入被保険者現況届書）が、10

月末から11月にかけて、社会保険

ブ5

庁から直接本人あて郵送されるこ

とになっていますので、所要事項

を記入のうえ、忘れずに届出をし

てください。

　なお、夫の勤務先で事業主の確

認を受けた場合は、郵送でも差し

支えありません。

　この届出を忘れますと、引き続

き保険料を納めることになったり、

将来、年金を受けられなくなった

りしますので、十分注意してくだ

さい。

※届出期問は、11月1日陶～12月

20日㈲まで。届出場所は市民課国

民年金係または各出張所・分室で

す。

　　　　〔不用品活用会〕

　「身近かな商品を見直そう」を

テーマとして第15回消費生活展を

開催いたします。同時に「不用品

活用会」を行いますので、市民の

皆さんお誘い合わせのうえご来場

ください。

レ期日　10月22日（火）～10月23日（水1

　　　　午前9時30分～午後3時

1〉場所　自石市民会館

〉出品方法　10月15日（期限厳守）

　までに市民課市民相談係（内線

　162）へ希望価格を記入してお持

　ちください。

※詳しくは、市民課市民相談係へ

お問い合わせください。

　用水路のしゅんせっと補修を目

的とする秋の川干しを次により行

いますので、期間中各家庭では周

囲や占用箇所の溝払いをしてくだ

さい。なお、火の元には十分気を

つけましょう。

〉期間　10月12日吐）午前6時から

　14日〔月）午後5時まで（3日間夜

　間を含む）

＞区域　白石土地改良区管轄用水

　路全域。

　国民金融公庫では、中小企業の

みなさまに事業資金をご融資して

いますが、この貸付利率が『年7．2

％』に引き下げられ、一層ご利用

しやすくなりました。融資制度の

うち、最もご利用の多い「普通貸

付」の融資条件は次のとおりです。

レ融資額　2，500万円以内

〉融資期間　運転資金　5年以内

　　　　　　設備資金　10年以内

〉利率　年7．2％

※このほか、業種・使途により3，

500万円までご利用いただける制度

もあります。詳しくは、国民金融

公庫仙台支店盈0222－22－5171／・、お

問い合わせください。

　　　　1　　㌧　　l　L・艶

　宮城県民のために作られ、県下

で広く利用され信頼されている昭

和61年版「みやぎ手帳」（頒価1冊

ポケ・ソト版350円大型版500円〉を

あっせんいたします。

　ご希望の方は市役所秘書企画課

費5－2111（内線327）または各出張

所、分室へお申し込みください。

》日時　昭和60年10月12日（土）

　　　　午前10時～10時30分

》場所　宮城県刈田郡七ケ宿町

　　　　七ケ宿ダム・ダムサイト

　10月13日（日）から10月19日（土）まで

の1週間は「秋の行政相談週間」

です。

　総務庁では、行政相談制度のよ

り一層の利用を促進するため、こ

の一週間を「秋の行政相談週間」

として全国一斉に各種の行事を実

施します。

　行政相談は、国をはじめ県や市

（町村）などの行政機関や公社・

公団などの仕事にっいてみなさん

がお持ちになっている苦情や要望

・意見などを「無料」で「親身」

に相談に応じ、その解決や実現の

お手伝いをするものです、

　この期間中、市の行政相談委員

は、いつでも自宅でみなさんから

のご相談に応じています。沿気軽

にご相談ください。

　　　行政相談委員名簿
　氏　名　　　　托　　　所　　　1電話番号

小関　利雄

安藤義一

臼石市宇中寺前67－2

宇不澄ケ池71

1引3106

1513451）

官公庁だより

L大河原税務署

　年金制度は、老齢になったとき

の支えとするため、すべての国民

が適用を受けられるようになって

います。これら公的年金や恩給に

よる収入は、原則として通常の給

与所得と同様に所得税の源泉徴収

が行われ、年末調整によって税額

の精算が行われます。

　なお、老年者が受ける公的年金

などは、これらの収入から給与所

得控除以外に「老年者年金特別控

除」78万円を差し引1、舟で税金を計

算します。

　詳1、くは、最寄りの税務署や税

務相談室へどうぞ！！
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　東北放送ラジオの人気番組「民

謡でごきげん」に出演している少

女5人組「たんぽぽ」が、新曲「肩

ぐるま／おぼこ畔道恋の道」でレ

コードデビューしました（肩ぐる

まの作詞は白石大平出身の佐久間

常夫さん）。

　メンバーは、いずれも県内の中

学2年から高校3年生で、学業を

優先きせながら「民謡でごきげん」

レギュラーを軸に活動を行います。

主な出演は次のとおりです。

レ日程　　〔新曲の舞踊講習会〕

　10月5馴土〉午後1時　仙台市バ、

　木山・東北放送TBCホール
　〔秋のフェスティバヌし〕10月6

　日働午後5時30分　岩沼市公民

　館ホ司し

　〔民謡名人競演会〕10月27Er（日）

　柴田町民体育館

　〔たんぽぽファンのつどい〕

　11月3日（日）午後1時　仙台市八

　木山・東北放送T　B　Cホール

※詳しくは、東北放送奮0222－29一

］111までお問い台わせください。，

■第57回白石市民体育大会

卜期日　10月10日（体青の日1

　雨天の時13日旧1

》会場　白二小校庭

》集合時間　8時30分

※市民そろって’気、軽に参加され

　ますようおrl、“一ます，）

　県では、屋外広告物等の表示及

び設置に関する必要な知識の習得

を目的として、屋外広告物講習会

を次により開催いたします。

》開催期間　昭和60年11月7日～

　9日〔3日間）

》開催場所　仙台市上杉一丁目4

　番20号建設会館中会議室（4階）

》申し込み期間　昭和60年11）月11

　日～31日（郵送の場合は10月31

　日付け消印のものまで有効）

〉申し込み先　宮城県土木部都市

　計画課

》手数料　3，α）0円（宮城県収入証

　紙により納入する）

1〉申し込み書配布場所　宮城県土

　木部都市計画課または各土木事

務所行政課

》問い合わせ先　宮城県土木部都

　市計画課魏0222－63－4281～2ま

　たは各土木事務所行政課まで。

　協力隊はアジア・アフリカ・中

近東など開発途上にある国々に対

して、経済・社会発展のために技

術・技能を身につけた、心身とも

に健全な日本の青年を派遣1、て、

各国の国づくりに協力しています。

　60年度秋募集については、次に

より説明会を行います。詳しくは、

国際協力事業団東北支部豊0222－

23－5151までお問い合わせくださt、ミ。

説明会日程表
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　　パピー星の運動会

　9月15日、第一幼稚園（佐々希
礼子園長・園児178名）で秋の運動
会が行われました、、今年はテーマ
を園児らの夢である覧’宇宙”とし
競技に取り入れました。園児らは、
お母さんらと一緒に大ハ・ソスル、
楽しい秋のひとときとなりました。

■■■隠r睡翻瞠蚕i

　　　一級河川の草刈り

　9月1日、台風3一ズンを迎え
越河地区民約500名が早朝から沢
内川や松沢川の一級河川を中心に
草刈りを行いました。区民は草朝
機や鎌を手に奉仕活動、夏の間、
伸び放大だった雑草もきれいさっ
ばりo川の流水の便に一役，

婁聾　　　　　　　　奨℃響「　、韓

　　　喰贈ノ曝照罎鰐触

謬

馨

　第34回県PTA研究大会
　9月8日、県P　T　A連合会主催
の「第34回県P　T　A研究★会・自

石大会Jが市民会館など市内三会
場で開かれました．大会には県内
各地のPTA会・員等約1．50〔ヒA、か

参加し、「PTAの実りある活動
の推i進」　を全員で決議しました

、

休日急患当番医
周　日
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内 科

亘理医院（5）8501

広瀬医院（5〉0238

柿崎医院（5）2210

刈田病院（5）2145
三浦クリニック（5）6854

外 科

刈田病院（5〉2145

宮城医院（5）2062
加藤（允医院（6）2653

刈田病院（5）2145

堤医院（5）1181

※都合により変更になる場合もあります。
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場　　所

臼石市役所

2階会議室

同 上

同 上

健康七汐一
2F皆季目言炎室

内 容

結婚、離婚、遺産相
糸売、f昔士也f昔家、雇f庸、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事にっいて
困っていることや希
望等

市民の日常生活上の

困りごと

健康センター

2F皆↑目言炎室　　・

　　　　　61　　　　　　＝芸。F

白石市役所

第3会議室

白石市役所

2階会議室

白石市役所

1階消費
生活相談室

孝畠祖：事矛努戸斤

白石市役所

臼石市役所

4階会議室

白石市役所

第3会議室

1二の方の職

誰鉗1編艦選難

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地売買
に関する税金、法人の
税金などの相談

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内のA、間関係や

異性との間題等で悩

んでいる女性の方

困のてつに
律
と

法
ご

身体障害者精薄者の生

活、職業、結婚等

ブ6


